
 

 

２０２４年度 大阪公立大学 

 

小 論 文 問 題 
 

（工学部 建築学科） 
 

解答時間 １２０分 
 

 

 

注 意 事 項 

 

１． 問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。 

 

２． 問題冊子は、表紙を含めて全部で４ページである。脱落のあった場合には

申し出ること。 

 

３． 解答用紙（３枚）及び下書き用紙（４枚）は別に配付する。脱落のある場

合には申し出ること。 

 

４． 解答開始後ただちに、すべての解答用紙の所定欄に、受験番号を丁寧に記

入すること。 

 

５． 解答は、すべて解答用紙の所定欄に記入すること。 

 

６． 解答に字数の制限があるときは、句読点や記号も含めて数えること。 

 

７． 解答以外のことを書いたときは、該当箇所の解答を無効とするときがあ

る。 

 

８． 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。 

 

９． 解答終了後、配付された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子及び下

書き用紙は持ち帰ること。 

 

 

 

 

 

 

学校推薦型選抜 
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第１問（５０点） 

 

以下の文中に描写されている「台所」の空間を想像し、そのイメージを視覚的表現手段（絵、

イラスト、スケッチ、マンガ、間取り図･平面図･断面図･透視図などの図、あるいはそれら

の組み合わせ）により、第三者が理解できるよう描写しなさい。補足的に文字による説明等

を加えてもよい。 

この問いは、文中の空間描写を正確に描くことだけを評価するものではない。あなたが文

中から読み取って想像する「台所」空間のユニークさやそれを第三者に伝えるために用いた

表現方法のユニークさも評価する。 

 

 

 

廊下を突き当たって左手に入り口があった。洞窟の入り口のようないびつなアーチ形で、

ドアはなかった。 

町田さんに続いてくぐり抜け、中に足を踏み入れる。 

 

「わあ」 

思わず声が出るほど広々とした、台所だった。 

ちょっとしたセミナールームくらいあり、吹き抜けの天井は見上げるほどに高い。足を踏

み入れたとたん、来たことがあるような気持ちになった。 

通い慣れた大学の研究室の雰囲気にどこか似ているからだ、としばらくして思いあたる。

すべての調理器具や備品、食材の入った瓶などが、整然とあるべき場所に収まっている感じ。

目的をもって整えられた、パブリックな場所。 

それでもこの場所には、「調理場」や「厨房」ではなく「台所」と呼ぶのが一番しっくり

くるような何かがあった。置いてある調理器具や食器のテイストがバラバラだからだろう

か。東南アジアや中東のハンドメイドらしい鉢や木べらもあれば、機能を追求したプロ仕様

と思われるステンレスのボウルセットやブレンダーがあったり、やけに古そうな鍋があっ

たりする。 

器具や食材たちから、「今はここに収まっていますが、いつでも違う場所に移動できます

よ」というような、柔軟性を感じた。強制力による硬い秩序ではない、もっとリラックスし

たおおらかな秩序だ。 

実家の台所がふと脳裏をよぎる。潔癖といえるほどきれい好きな母がいつも磨き上げて

いた台所は、乱してはいけない類の「硬い秩序」で張り詰めていた。何かを飲んだコップひ

とつでもシンクに置きっぱなしになっているのを、母は良しとしなかった。 

呼吸をととのえるために大きく息を吸うと、ふたたび周りに注意を向ける。 

左側の壁に沿って収納棚、キャビネット、バナナ色の冷蔵庫。ゆったりしたスペースを挟

んで、その向かいに四口のガスコンロ、目に染みるほど真っ白な天板の作業カウンター、シ

ンクが一体になった長方形の島のようなシステムキッチンがある。 

部屋の中心には、十人は掛けられそうな一枚板の大きなダイニングテーブルが鎮座して

いる。赤みがかった無垢材でできたそれは、なんともいえない包容力をかもしだしていた。

テーブルを、いくつかの椅子が囲んでいる。布張りのスツール、楕円形の籐の籠に足をつけ

たような形状のもの、丸太を組み合わせた野趣あふれるもの･･････ぜんぶテイストはバラ

バラなのに、ひとつのバンドのメンバーのように妙な一体感があった。 

右の角には、存在感のある黒い薪ストーブが、同じ色の煙突で屋根とつながっている。そ

のさらに右にぐるりと視線を向けると、裏庭に出るための大きなガラス窓の前にラグがし

いてあり、山菜のようなものが入った大きな籐のザル、キッチンばさみ、生成りのふきんな

どが置いてある。 
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入り口から見て正面にも窓があって外が見える。ということは、他に部屋はないらしい。

廊下の突き当りにドアがあったけれど、スペースから見積もっておそらくトイレだろう。つ

まり、この建物はほぼ全体が台所なのだ。 

整然としているのに自由。 

にぎやかなのに、静か。 

不思議な印象の台所だった。 

「･･････すごく広いですね」 

「そうなんです。どこでも好きなところで自由に料理ができます」 

町田さんはこのうえなく幸せそうに、コンロの横にあるまな板の元へ行った。作業途中だ

ったらしい。また板の上には、みじん切りにされている最中の玉ねぎがあった。 

 

「キッチン・セラピー」（宇野碧、講談社）より 
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第２問（５０点） 

 

以下の文章を読み，設問に答えなさい。 

 

【学校の省エネ】工夫凝らして進めて 

近年の記録的な猛暑対策として、県内の公立学校へのエアコン設置は完了したものの、古

い校舎では断熱性や気密性を高める工事が必要となる事例が出ている。児童生徒が地球温

暖化問題に対する意識を高めるきっかけにするためにも、工夫を凝らして校舎の省エネ対

策を進めるよう求めたい。 

文部科学省によると、県内の公立小中高校と特別支援学校の普通教室計８２２９室のエ

アコン（冷房）設置率は、昨年９月時点で１００％となった。２０１４（平成２６）年は小

中学校１９.７％、高校４７.４％、特別支援学校３８.２％にとどまっていたが、熱中症対

策として、政府が市町村への支援を強化したのを背景に取り付けが進んだ。 

ただ、一般の住宅に比べて断熱性や気密性が劣る古い校舎は、空気が外に逃げて冷暖房の

効率が落ちる難点がある。壁や天井に断熱材を入れたり、窓を二重化したりするなど本格的

な断熱改修工事を施せば、エネルギーの無駄を抑えられる。国は対策に乗り出す市町村に対

して補助制度を用意しているが、財政面での負担が大きく、踏み切れない自治体が多いとみ

られる。 

県立学校は全額県の負担となり、大規模修繕に合わせて断熱化の実施を検討している。早

急な断熱改修が難しければ、身の回りのさまざまな素材を断熱材に活用してはどうか。児童

生徒が省エネ対策を考える機会にもなる。 

桑折町の醸芳中は、家庭科室に放置されていた不織布を断熱シートとして各教室の窓枠

に取り付け、エアコンの使用電力削減に取り組んでいる。冬季の室温は不織布を設置しない

場合よりも上がり、生徒たちは省エネ効果を実感しているという。 

県立学校の普通教室に設置されているエアコンの経費は県が負担している。県南地方の

ある高校では、電気代、リース代や保守点検料などを含めると年間３６０万円ほどに上る。

長期的な費用負担と断熱化の費用を比較し、施工するかを決めてはどうか。 

学校施設の多くが災害時の避難所に指定されており、県内約２千カ所のうち、およそ３分

の１を占める。避難生活での体調悪化を防ぐためにも、断熱効果にも着目した省エネ策に知

恵を絞っていきたい。 

 
福島民報 2023 年 11 月 8 日号より引用 

 

 
問 現在、あなたが通っている学校の熱、音、光、空気環境のいずれかに関する問題点をひ

とつ挙げ、その問題点に対して身近な材料を用いた改善策を提案し、対象となる問題点、提

案の理由、期待される効果とともに 400 字以上、600 字以内で論述してください。また提案

を説明するための図を解答用紙③に必ず描いてください。その場合、図に図番号とタイトル

を付記してください。図は複数でも構いません。提案内容については専門の業者を必要とせ

ず、生徒達が協力して達成できる内容としてください。身近な材料とは校内のものに限定せ

ず、家庭内、あるいは地域から提供されるものを想定して構いません。 


